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こ
の
タ
イ
ト
ル
を
見
て
、
す

ぐ
さ
ま
こ
れ
が
タ
イ
ヤ
の
名
前

だ
と
分
か
る
人
が
相
当
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
グ
ッ
ド
イ
ヤ

ー
が
販
売
し
て
い
る
、
乗
用
車

専
用
の
チ
ェ
ー
ン
規
制
対
応
オ

ー
ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ
『
ベ
ク

タ
ー
４
シ
ー
ズ
ン
ズ
』
の
こ
と

で
す
。
乗
用
車
タ
イ
ヤ
の
販
売

市
場
で
、
第
二
の
冬
用
タ
イ
ヤ

と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築

き
、
い
ま
で
は
ス
タ
ッ
ド
レ
ス

タ
イ
ヤ
の
代
わ
り
に
こ
の
オ
ー

ル
シ
ー
ズ
ン
タ
イ
ヤ
を
選
択
す

る
ユ
ー
ザ
ー
が
確
実
に
増
え
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
冬
用
装
備
と
い

え
ば
、
タ
イ
ヤ
の
側
面
に
「
Ｓ

Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」
の
刻
印
が

入
る
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
と
、

自
分
で
着
脱
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
「
ゴ
ム
チ
ェ
ー
ン
（
鉄

チ
ェ
ー
ン
）」の
二
者
択
一
で
す
。

タ
イ
ヤ
の
側
面
に「
Ｍ
＋
Ｓ（
Ｍ

Ｕ
Ｄ
＆
Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
）」
の
刻
印

だ
け
が
入
る
「
オ
ー
ル
シ
ー
ズ

ン
タ
イ
ヤ
」
も
あ
り
ま
す
が
、

高
速
道
路
で
チ
ェ
ー
ン
規
制
が

か
か
る
と
通
行
で
き
ま
せ
ん
。

ト
ラ
ッ
ク
用
タ
イ
ヤ
で
「
ミ
ッ

ク
ス
」
と
呼
ば
れ
る
品
種
も
同

様
で
す
。
つ
ま
り
、「
Ｓ
Ｔ
Ｕ

Ｄ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」
表
記
の
な
い
タ

イ
ヤ
は
す
べ
て
、
雪
道
を
安
全

に
走
行
で
き
る
性
能
を
持
ち
合

わ
せ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
て

い
い
で
し
ょ
う
。

　

そ
こ
で
、
こ
の
『
ベ
ク
タ
ー

４
シ
ー
ズ
ン
ズ
』
は
「
Ｓ
Ｔ
Ｕ

Ｄ
Ｌ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
」
の
刻
印
は
な
い

も
の
の
、
山
の
形
を
し
た
「
ス

ノ
ー
フ
レ
ー
ク
マ
ー
ク
」
を
入

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
チ
ェ
ー
ン

規
制
の
通
行
を
可
能
に
し
た
の

で
す
。
実
は
ス
タ
ッ
ド

レ
ス
タ
イ
ヤ
に
も
こ
の

マ
ー
ク
が
入
っ
て
い
ま

す
。

　
「
ス
ノ
ー
フ
レ
ー
ク
マ

ー
ク
」
と
い
う
の
は
欧

州
の
認
証
記
号
で
す
。

き
わ
め
て
厳
し
い
寒
冷

地
で
も
十
分
な
性
能
を

発
揮
で
き
る
タ
イ
ヤ
と

し
て
認
証
さ
れ
、
こ
の

マ
ー
ク
さ
え
あ
れ
ば
、

国
内
の
チ
ェ
ー
ン
規
制

は
ク
リ
ア
で
き
ま
す
。

第82回 「増えてきた『ベクター４シーズンズ』」

し
か
も
こ
の
『
ベ
ク
タ
ー
４
シ
ー

ズ
ン
ズ
』
は
、
夏
場
の
路
面
で
走

行
を
し
て
も
、
ノ
ー
マ
ル
タ
イ
ヤ

（
夏
用
タ
イ
ヤ
）
と
あ
ま
り
変
わ

ら
な
い
乗
り
心
地
で
、
燃
費
性
能

や
雨
天
で
の
安
全
性
も
備
わ
っ
た

タ
イ
ヤ
で
す
か
ら
、
少
雪
地
域
な

ど
で
最
大
の
能
力
を
発
揮
し
ま

す
。
事
実
、
北
海
道
や
東
北
の
豪

雪
地
域
以
外
で
広
く
重
宝
さ
れ
、

特
に
タ
ク
シ
ー
業
界
で
は
、
ス
タ

ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
準
ず
る
氷
雪

上
性
能
に
加
え
、
夏
冬
の
履
き
替

え
が
必
要
な
い
と
い
う
便
利
さ
か

ら
、
こ
の
『
ベ
ク
タ
ー
４
シ
ー
ズ

ン
ズ
』
を
全
車
両
に
装
着
す
る
事

例
も
あ
る
ほ
ど
で
す
。
ま
た
、
今

後
は
カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
レ
ン

タ
カ
ー
の
車
両
に
対
し
て
の
導
入

も
広
ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す

か
ら
、
あ
と
数
年
で
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
の
販
売
規
模
に
並
ぶ
可

能
性
が
あ
る
ほ
ど
装
着
率
が
伸
び

て
い
ま
す
。

　

以
前
に
も
こ
の
『
ベ
ク
タ
ー
４

シ
ー
ズ
ン
ズ
』
を
当
コ
ラ
ム
で
紹

介
し
ま
し
た
が
、
こ
の
タ
イ
ヤ
ほ

ど
日
本
の
気
候
に
合
っ
た
も
の
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
を
過
去
に
使
用
し
、
冬

道
走
行
に
慣
れ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が

上
手
に
乗
り
こ
な
せ
ば
、
北
海
道

以
外
の
雪
道
（
幹
線
道
路
）
は
ま

ず
問
題
な
く
走
れ
る
こ
と
が
証
明

さ
れ
て
い
ま
す
。
近
い
将
来
、こ
の

『
ベ
ク
タ
ー
４
シ
ー
ズ
ン
ズ
』
の

開
発
が
商
用
車
／
バ
ン
用
（
１
９

５
／
80
Ｒ
15
Ｌ
Ｔ
や
１
４
５
Ｒ
12

Ｌ
Ｔ
サ
イ
ズ
）
ま
で
広
が
れ
ば
、

雪
道
で
の
立
ち
往
生
を
予
防
す
る

強
力
な
安
全
装
備
に
な
る
こ
と
は

間
違
い
な
い
で
し
ょ
う
。

　

ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
前
面

に
売
り
出
す
国
産
メ
ー
カ
ー
の
さ

じ
加
減
ひ
と
つ
だ
と
思
い
ま
す
が
、

年
２
回
の
履
き
替
え
作
業
が
省
け

て
、
突
然
の
降
雪
に
も
耐
え
ら
れ

る
、
こ
の
「
ス
ノ
ー
フ
レ
ー
ク
マ

ー
ク
」
入
り
の
オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン

タ
イ
ヤ
を
、
本
格
的
に
開
発
し
て

い
く
べ
き
時
代
に
入
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
一
部
改
正
▽
新
運
賃
・
料
金
届
出
促
進
企
画

　

現
在
、
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業

界
は
人
材
不
足
で
あ
り
、
運

転
者
人
材
に
つ
い
て
必
要
な

人
数
を
確
保
で
き
な
い
実
態

が
あ
る
。
人
材
不
足
の
理
由

と
し
て
真
っ
先
に
挙
げ
ら
れ

る
の
は
「
長
時
間
労
働
、
低

賃
金
」
で
あ
る
。
運
転
者
は

長
時
間
拘
束
さ
れ
て
も
、
低

賃
金
で
あ
り
、
１
時
間
当
た

り
の
賃
金
に
す
る
と
最
低
賃

金
ス
レ
ス
レ
と
い
う
ケ
ー
ス

も
珍
し
く
な
い
。
運
賃
・
料

金
に
関
す
る
調
査
（
平
成
29

年
）
か
ら
も
、
運
転
者
の
賃

金
を
引
上
げ
で
き
な
い
理
由

と
し
て
、「
運
賃
が
低
い
」

（
53
・
６
％
）、「
料
金
が
十

分
も
ら
え
な
い
」（
23
・
８

％
）が
挙
げ
ら
れ
る（
図
１
）。

　

そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
長

時
間
拘
束
さ
れ
て
も
、
低
賃

金
な
の
か
？　

運
送
業
で
は

待
機
時
間
、
積
込
・
取
卸
作

業
等
で
長
時
間
拘
束
さ
れ
て

も
、
割
増
料
を
収
受
で
き
な

い
実
態
が
あ
り
、
時
間
を
基

準
に
し
て
運
賃
・
料
金
を
取

り
決
め
す
る
考
え
方
が
希
薄

な
た
め
で
あ
る
。「
モ
ノ
を
運

ん
で
な
ん
ぼ
」
と
い
う
距
離

を
基
準
に
し
た
考
え
方
が
根

強
く
、
時
間
延
長
し
て
も
無

料
（
タ
ダ
）
と
い
う
意
識
が

強
い
。

　

企
業
業
績
が
好
調
な
現

在
、
数
百
億
円
以
上
の
利
益

を
計
上
し
て
い
る
荷
主
で
も
、

数
時
間
の
待
機
を
さ
せ
て

も
、
待
機
時
間
料
を
全
く
支

払
い
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
待
機
時

間
料
な
ど
時
間
を
ベ
ー
ス
に

料
金
を
キ
チ
ン
と
支
払
っ
て

い
る
事
例
を
見
つ
け
る
ほ
う

が
困
難
な
状
況
に
あ
る
。
企

業
業
績
が
好
調
な
荷
主
は
自

社
の
社
員
の
給
与
水
準
を
引

上
げ
、
一
方
、
多
く
の
運
送

事
業
者
は
荷
主
都
合
で
拘
束

さ
れ
た
超
過
時
間
分
に
つ
い

て
は
全
く
収
受
で
き
ず
、
運

転
者
は
安
い
賃
金
で
生
活
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
は
大
変
理
不

尽
で
あ
り
、
速
や
か
に
解
決

に
向
け
た
取
り
組
み
を
し
な

け
れ
ば
、
日
本
の
物
流
を
支

え
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

魅
力
は
高
ま
ら
な
い
。

　
「
適
正
運
賃
」、「
再
生
産

可
能
な
運
賃
」
と
よ
く
聞
く

が
、
具
体
的
に
何
を
も
っ
て

適
正
な
の
か
、
再
生
産
可
能

な
の
か
、
具
体
的
に
分
か
り

づ
ら
い
。
頭
で
何
と
な
く
分

か
っ
て
い
て
も
、
具
体
的
に

何
を
実
行
す
べ
き
な
の
か
、

現
場
で
は
苦
慮
し
て
い
る
こ

と
が
多
い
。
荷
主
は
お
客
様

で
あ
り
、
神
様
の
よ
う
な
存

在
だ
か
ら
、
余
計
に
厄
介
で

あ
る
。
必
要
な
コ
ス
ト
を
運

賃
等
に
転
嫁
で
き
な
い
問
題

は
、
特
に
ア
ジ
ア
の
文
化
圏

の
特
有
の
問
題
で
あ
る
。
あ

る
意
味
、
文
化
に
根
付
い
た

取
引
慣
行
を
改
善
す
る
に

は
、
運
送
事
業
者
単
独
の
努

力
で
は
限
界
が
あ
る
。
そ
こ

で
、
国
土
交
通
省
は
約
款
を

改
正
し
、
運
送
事
業
者
が
時

間
を
ベ
ー
ス
に
し
て「
料
金
」

を
収
受
し
や
す
い
環
境
を
整

え
た
わ
け
だ
が
、
長
年
形
成

さ
れ
て
き
た
取
引
慣
行
を
打

破
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、

い
か
に
実
効
性
を
確
保
す
る

か
、
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

　

国
土
交
通
省
で
は
昨
年
11
月
４
日
に
標

準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
（
以
下
「
新
標

準
約
款
」
と
い
う
）
を
改
正
し
、
運
賃
と

料
金
の
定
義
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

運
賃
、積
込
料
・
取
卸
料
、附
帯
作
業
料
、

待
機
時
間
料
、
高
速
道
路
利
用
料
金
等
を

分
け
て
収
受
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
新
標
準
約
款
を
踏
ま
え
て
、

取
引
慣
行
を
是
正
し
、
利
益
が
生
ま
れ
る

運
賃
・
料
金
を
設
定
す
る
に
は
ど
の
よ
う

に
対
応
す
る
か
を
分
か
り
や
す
く
解
説
す

る
。

　

平
成
30
年
２
月
下
旬
時
点

の
新
標
準
約
款
を
踏
ま
え
た

全
国
の
届
出
率
は
約
４
割

と
、
今
後
届
出
す
る
事
業
者

も
想
定
さ
れ
る
。
改
正
趣
旨

を
踏
ま
え
れ
ば
、
取
引
慣
行

是
正
の
た
め
に
は
当
然
新
標

準
約
款
を
使
用
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
そ
こ
で
、
新
標

準
約
款
に
即
し
た
対
応
方
法

を
整
理
す
る
と
図
２
の
通
り

で
あ
る
。

１
．
標
準
約
款
が
改
正
さ
れ
た
背
景

２
．
新
標
準
約
款
を
踏
ま
え
、
い
か
に
対
応
す
べ
き
か

新
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
を
踏
ま
え
た

実
務
対
応
に
つ
い
て（
そ
の
１
）

運転者の賃金を引上げできない理由

運賃が低いため、転嫁できない 53.6

48.5

23.8

23.8

21.3

8.1

燃料価格が変動するため、高騰したときを
考えると賃金は上げにくい

料金（附帯作業費、車両留置費等）が
十分もらえていない

安全・環境規制に対応するための設備投資が
優先され賃金に充てきれていない

十分な賃金を支払っている

その他

出典：トラック運送業における運賃・料金に関する調査結果報告書（平成 29年全ト協調査）

0 10 20 30 40 50 60

図１

（％）

標準貨物自動車運送約款等の改正に伴いトラック事業者に行っていただくこと（国交省）
○待機時間料、積込料及び取卸料を収受するためには、①運賃及び料金の変更届出、②新標準約款の提示が必要です。

※新標準約款：平成 29年 11月 4日に施行される標準貨物自動車運送約款
及び標準貨物軽自動車運送約款

※旧標準約款：平成 29年 11月３日以前に適用されていた標準貨物自動車
運送約款及び標準貨物軽自動車運送約款

（その他：従前から独自の約款を使用している場合）
○独自の約款を引き続き使用する場合には手続きは不要
○独自の約款の変更を行う場合については①認可申請、②運賃及
び料金の届出、③約款の掲示が必要

平
成
29
年
11
月
４
日
以
降

新
標
準
約
款
を
使
用
す
る
場
合

新
標
準
約
款
を
使
用
し
な
い
場
合

必要な作業

必要な作業
①旧標準約款を使用することについて認可申請を行う
※この場合 11月４日までに申請を行う
②認可後、旧標準約款を営業所に掲示する

旧標準約款を
引き続き使用する場合

必要な作業新たに独自に定めた
約款を使用する場合

①独自に定めた運送約款を使用することについて認可
申請を行う
②運賃及び料金の変更届出を行う
③認可された運送約款を営業所に掲示する

①改正告示後の新標準約款を営業所に掲示する
②運賃及び料金の変更届出を行う

図２

日
本
Ｐ
Ｍ
Ｉ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
代
表
取
締
役
社
長　

小
坂　

真
弘
氏

寄
稿
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食
　
文

　
化

ほんのヒトコマ ［第16回］

うぬぼれ親子の卒業式の朝…「第二ボタン、たくさん付けといてあげたよ」
「母さん、ありがとう！」

126「
西
イ
チ
グ
ル
メ
の
旅
⑤
」
牛
肉
、鶏
肉
、豚
肉
の
揃
い
ぶ
み
丼

　

丹
波
は
、
京
料
理
を
支
え

る
食
材
の
王
国
。
京
都
府
と

兵
庫
県
に
ま
た
が
る
中
山
間

地
域
で
、
ほ
ぼ
京
都
縦
貫
自

動
車
道
や
舞
鶴
若
狭
自
動
車

道
沿
い
の
エ
リ
ア
で
あ
る
。

　

こ
の
あ
た
り
は
内
陸
型
気

候
で
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大

き
く
、
丹
波
霧
と
呼
ば
れ
る

朝
霧
の
お
か
げ
で
作
物
は
ど

れ
も
お
い
し
く
育
つ
。
と
り

わ
け
栗
、
黒
大
豆
、
大
納
言

小
豆
の
評
判
が
高
い
が
、
一

方
で
は
肉
類
の
品
質
に
も
定

評
が
あ
る
。

　

そ
ん
な
丹
波
な
ら
で
は
の

肉
と
野
菜
を
組
み
合
わ
せ
た

み
ご
と
な
丼
が
、
舞
鶴
若
狭

自
動
車
道
・
西に

し

き紀
Ｓサ

ー
ビ
ス
エ
リ
ア
Ａ
（
下

り
線
）
の
「
丹
波
ご
当
地
肉

″
三
種″
揃
い
ぶ
み
丼
」。
西

日
本
高
速
道
路
㈱
主
催
の

但
馬
つ
ま
り
現
兵
庫
県
北
部

の
特
産
。
霜
降
り
肉
に
な
り

や
す
い
血
統
で
、
現
代
の
日

本
の
高
級
牛
肉
は
ほ
と
ん
ど

が
但
馬
牛
の
系
統
だ
か
ら
、

味
に
間
違
い
は
な
い
。

　

鶏
肉
は「
丹
波
地
ど
り
」。

開
放
鶏
舎
と
広
い
運
動
場
で

ゆ
っ
た
り
育
っ
た
鶏
で
、
適

度
な
運
動
が
ほ
ど
よ
い
食
感

に
繋
が
り
、
コ
ク
と
う
ま
味

山や
ま

産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
ご
飯

に
ど
さ
っ
と
載
せ
た
ボ
リ
ュ

ー
ム
丼
は
、
ま
さ
し
く
揃
い

ぶ
み
の
味
わ
い
。
一
口
ご
と

に
変
化
が
つ
く
か
ら
、
お
い

し
さ
が
勝
る
う
え
に
、
食
べ

る
ほ
ど
に
楽
し
く
な
る
。
丹

波
野
菜
の
小
鉢
や
デ
ザ
ー
ト

ま
で
付
い
て
１
６
２
０
円
（
税

込
）
は
お
値
打
ち
だ
。

（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

「
西
イ
チ
グ
ル
メ
決
定
戦
」

で
審
査
員
特
別
賞
を
受
賞
し

た
地
産
地
消
の
丼
物
で
、
審

査
員
の
一
人
だ
っ
た
私
が
先

頭
を
き
っ
て
一
票
を
入
れ
た

逸
品
で
あ
る
。

　

肉
三
種
の
揃
い
ぶ
み
と

は
、
牛
鶏
豚
の
肉
を
惜
し
み

な
く
使
っ
て
い
る
と
の
意
味
。

　

ま
ず
、牛
肉
は「
但た

じ

ま馬
牛
」。

日
本
が
誇
る
黒
毛
和
牛
で
、

が
濃
い
肉
に
な
っ
て
い
る
。

　

三
種
目
は
地
元
の
兵
庫
県

立
氷ひ

か

み上
高
等
学
校
の
生
徒
た

ち
が
育
て
た
「
氷
上
高
ポ
ー

ク
」
だ
。
開
拓
者
精
神
を
校

訓
と
し
、
農
作
物
な
ど
の
生

き
も
の
に
触
れ
る
「
命
の
教

育
」
を
実
践
し
て
い
る
高
校

で
、
中
ヨ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
の

豚
を
飼
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
三
種
の
肉
を
、
篠さ

さ

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 ～歩行者保護編～
【解 答】２面に問題

❶ ○（法第71条第2号）身体障害者用の車椅
子が通行しているときは、一時停止し、又は徐
行して、その通行又は歩行を妨げないように
すること。 
❷ ×（法第31条）路面電車に乗降する者がい
ない場合において、当該路面電車の左側に当
該路面電車から1.5メートル以上の間隔を保
つことができるときは、徐行して当該路面電車
の左側を通過することができる。
❸ ×（法第38条第1項）横断歩道に接近する
場合には、横断しようとする歩行者又は自転車
がないことが明らかな場合を除き、当該横断
歩道等の直前で停止することができるような
速度で進行しなければならない。この場合に

おいて、横断し、又は横断しようとする歩行者
等があるときは、当該横断歩道等の直前で一
時停止し、かつ、その通行を妨げないように
しなければならない。
❹ ○（法第71条第2号の3）児童、幼児等の
乗降のため、停車している通学通園バスの側
方を通過するときは、徐行して安全を確認する
こと。
❺ ×（法第38条第2項）横断歩道又はその手
前の直前で停止している車両等がある場合に
おいて、当該停止している車両等の側方を通
過してその前方に出ようとするときは、その前
方に出る前に一時停止しなければならない。

⑵
現
場
で
の
所
要
平
均
時
間

の
把
握

　

積
込
・
取
卸
料
及
び
待
機

時
間
料
に
つ
い
て
は
、
①
毎

回
の
所
要
時
間
を
計
測
し
て

１
回
ご
と
に
変
動
す
る
時
間

を
基
礎
に
請
求
す
る
ケ
ー

ス
、
②
年
間
の
平
均
値
を
算

出
し
て
運
賃
・
料
金
を
固
定

化
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
①

の
対
応
方
法
は
事
務
的
に
煩

雑
で
、
小
規
模
事
業
者
で
は

対
応
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
②
の
対
応
方
法
が
望
ま

れ
る
。
実
態
に
即
し
て
枠
組

み
を
話
し
合
い
の
上
、
決
定

す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
と
き
に
、
現
場
で
は

貨
物
量
、
時
期
、
方
面
等
の

相
違
に
よ
り
、
所
要
時
間
が

異
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、

年
間
の
平
均
値
を
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
。
現
場
で
の
実

態
と
所
要
時
間
を
把
握
し
な

け
れ
ば
、
取
引
先
と
の
話
し

合
い
も
で
き
な
い
た
め
、
現

場
に
足
を
運
び
、
所
要
時
間

も
含
め
詳
細
に
実
態
を
把
握

す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ

る
。
こ
の
と
き
、
取
引
先
ご

と
に
、
方
面
別
、
時
間
帯
別

に
、
前
提
条
件
を
分
け
て
所

要
時
間
を
整
理
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

時
間
は
、
荷
主
等
の
現
場

に
到
着
し
て
か
ら
受
付
、
待

機
、
積
込
、
輸
送
、
待
機
、

取
卸
と
作
業
区
分
を
分
け
て

時
間
を
計
測
す
る
。
な
お
、

待
機
時
間
は
取
引
先
都
合
の

待
機
時
間
と
自
社
都
合
の
待

機
時
間
が
あ
る
た
め
、
待
機

時
間
の
計
測
に
あ
た
っ
て
は

留
意
が
必
要
で
あ
る
。

⑶
運
賃
単
価
ご
と
の
原
価
計

算

　

現
場
に
お
け
る
所
要
時
間

の
把
握
が
で
き
た
ら
、
次
は

運
賃
単
価
ご
と
に
原
価
を
算

出
す
る
。

　

自
社
車
両
の
類
型
別
等
に

お
け
る
走
行
距
離
１
㌔
㍍
当

た
り
変
動
費
、
稼
働
１
時
間

当
た
り
固
定
費
（
原
単
位
）

の
平
均
値
が
求
め
ら
れ
た

後
、
運
賃
単
価
ご
と
に
原
価

計
算
を
行
う
。
こ
の
と
き
、

「
各
運
賃
単
価

－

運
賃
単

価
ご
と
の
原
価
＝
運
賃
単
価

の
損
益
」
の
計
算
を
し
て
、

積
込
・
取
卸
料
、
待
機
時
間

料
等
を
ど
の
程
度
収
受
す
べ

き
か
を
検
討
す
る
（
図
５
）。

⑷
運
賃
・
料
金
の
原
価
内
訳

を
作
成
す
る

　

特
に
赤
字
の
仕
事
に
つ
い

て
は
、
運
賃
・
料
金
の
原
価

内
訳
を
作
成
す
る
。
ど
こ
の

部
分
が
赤
字
の
原
因
に
な
っ

て
い
る
か
を
分
析
し
て
、
運

賃
・
料
金
の
引
上
げ
の
検
討

を
す
る
（
図
６
）。

　

次
回
以
降
は
、
具
体
的
な

原
価
計
算
の
実
施
方
法
、
原

価
を
踏
ま
え
た
運
賃
・
料
金

の
設
定
事
例
、
契
約
書
面
の

事
例
、
取
引
先
と
の
交
渉
事

例
な
ど
を
解
説
し
、
い
か
に

対
応
す
べ
き
か
整
理
す
る
。

（
つ
づ
く
）

　

新
標
準
約
款
を
届
出
の
事

業
者
に
お
い
て
は
、
車
両
ご

と
、
取
引
先
ご
と
に
原
価
を

踏
ま
え
た
１
時
間
（
30
分
）

ご
と
の
売
値
を
決
め
、
料
金

表
を
作
成
す
る
必
要
が
あ

る
。
各
運
輸
支
局
に
届
出
し

た
積
込
・
取
卸
料
及
び
待
機

時
間
料
の
時
間
単
価
は
上
限

・
下
限
の
数
字
と
な
る
た

め
、
実
務
的
な
対
応
が
で
き

る
料
金
表
が
必
要
で
あ
る
。

な
お
、
売
値
は
原
価
を
基
準

に
一
定
率
を
「
上
乗
せ
」
ま

た
は
「
割
引
す
る
」
こ
と
に

よ
り
設
定
さ
れ
る
。

⑴
原
価
の
計
算
手
順

　

改
正
標
準
約
款
を
踏
ま

え
、
利
益
の
生
ま
れ
る
運
賃

・
料
金
を
設
定
す
る
た
め
に

は
、
車
両
の
類
型
別
、
重
量

別
に
、
１
時
間
当
た
り
の
原

価
、
走
行
距
離
１
㌔
㍍
当
た

り
の
原
価
を
把
握
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

自
社
の
原
価
を
把
握
す
る

に
は
、
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
で
保
有

車
両
ご
と
に
過
去
１
年
間
の

数
字
か
ら
車
両
単
位
の
原
価

計
算
を
実
施
。
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
２

で
走
行
距
離
１
㌔
㍍
当
た
り

変
動
費
、
稼
働
１
時
間
当
た

り
固
定
費
（
原
単
位
）
を
算

出
。
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
３
で
車
両
の

類
型
別
等
か
ら
「
平
均
値
」

を
算
出
す
る
（
図
３
）。

　

自
社
の
各
車
両
の
類
型

別
、
最
大
積
載
量
別
な
ど
の

区
分
か
ら
、
各
車
両
類
型
別

の
平
均
原
価
（
１
時
間
当
た

り
・
１
㌔
㍍
当
た
り
の
原

価
）
を
計
算
す
る
（
図
４
）。

４
．
次
回
以
降
の
内
容

会社全体の運送費用（事業所単位）

2t 車 4t 車 4t 車

○○運送

10t 車 10t 車 10t 車 10t 車 10t 車

2t 車
平均原価 平均原価 平均原価

エアサスペンション
ウイング車 冷凍車 平ボディ

4t 車 10t 車
平均原価

10t 車
平均原価

10t 車

図４

運賃・料金の原価内訳

見積りの運賃・料金

運送原価
・（【名目】１km当たり変動費÷実車率）×１回当たり平均走行距離①
・（【名目】１時間当たり固定費÷実稼働時間率）×１回当たり平均拘束時間②
・運送原価＝①+②

・（【名目】１時間当たり固定費÷実稼働時間率）×１回当たり平均所要時間
・フォークリフト等の機材の１回当たりの実費

・（【名目】１時間当たり固定費÷実稼働時間率）×１回当たり平均待機時間

・１回当たりの平均的な実費
・高速道路利用料、フェリー利用料、駐車場利用料等

・１回当たりの実費

・運送原価 +積込・取卸原価・附帯作業原価 +待機時間原価 +高速道路
利用料等 +その他費用原価合計

待機時間原価

その他実費

高速道路利用料・
フェリー利用料等

積込・取卸原価
附帯作業原価

原価合計 + =適正利益額 見積の運賃・料金

図６

運賃単価ごとの原価計算

変動費

+

+

固定費

料金・
実費等

1km当たり
変動費

平均走行距離
（km）

×

×
平均拘束時間
（時間）

1時間当たり
固定費

・高速道路利用料
・フェリー利用料
・駐車場利用料

・その他諸費用

図５

Step1Step1

Step2Step2

Step3Step3

車両単位の原価計算

改正標準約款に対応するための自社原価の把握手順

原単位の算出

各車両の類型別等を踏まえ、原単位の平均値を算出

○保有車両ごとに、過去データから１年間の運送原価を算出します。

○車両類型別に走行距離 1km当たり変動費、稼働１時間当たり固定費（原単位）を算出します。

○原価計算は、保有する車両ごとに原価計算を実施します。
○各車両の稼働時間、実稼働時間率を把握します（デジタルタコグラフデータ等から）。

○車両単位の運送原価データから、車両類型別に 1km当たり変動費及び１時間当たり固定費を算出します。
○原単位には、実車率、実稼働時間により割戻しします。自社都合の待機時間、空車の時間等の原価を調整
します。

○各車両の原単位を車両の類型別、最大積載重量別等の基準から平均値を算出します。

図３ ３
．
新
標
準
約
款
を
届
出
の
事
業
者
に
お
け
る
対
応
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標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
一
部
改
正
▽
新
運
賃
・
料
金
届
出
促
進
企
画

　

改
正
約
款
に
対
応
す
る
た

め
に
、
運
賃
と
料
金
に
分
け

て
設
定
す
る
に
は
、
自
社
の

「
原
価
」
を
踏
ま
え
検
討
す

べ
き
で
あ
る
が
、
具
体
的
に

い
か
に
対
応
す
べ
き
か
、
大

変
対
応
し
づ
ら
い
の
が
実
態

で
あ
る
。
何
を
、
ど
の
よ
う

に
計
算
し
て
、
運
賃
・
料
金

の
そ
れ
ぞ
れ
の
単
価
を
設
定

す
べ
き
か
？　

教
科
書
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
も
な
い
な
か
で
、

自
己
流
で
原
価
計
算
し
て
、

そ
れ
を
取
引
先
が
納
得
し
て

く
れ
る
の
か
？　

例
え
ば
10

㌧
車
の
１
日
当
た
り
の
原
価

は
ど
の
く
ら
い
か
、
平
均
値

で
も
あ
れ
ば
い
い
が
、
現
実

は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
特

に
中
小
運
送
事
業
者
に
と
っ

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
手
探
り
で

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
、
不
安
定
な
状
態
に
あ
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
改
正
標
準
約
款

に
対
応
す
る
た
め
に
、
以
下

の
よ
う
に
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
か
ら

Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
３
ま
で
の
流
れ
の

な
か
で
、
今
回
は
、「
Ｓ
ｔ

ｅ
ｐ
１
【
原
価
計
算
】
車
両

単
位
の
売
上
・
経
費
の
集
計

と
原
単
位
算
出
」
に
つ
い
て

解
説
す
る
。

　
「
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
２
」
お
よ
び

「
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
３
」
は
次
回
以

降
、取
り
扱
う
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
こ
う
し
た
運
賃
・
料

金
の
設
定
の
取
組
は
、
標
準

改
正
約
款
の
み
な
ら
ず
、
旧

約
款
、
引
越
約
款
な
ど
で
も

十
分
に
活
用
で
き
る
。

　

国
土
交
通
省
で
は
昨
年
11
月
４
日
に
標

準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
（
以
下
「
新
標

準
約
款
」
と
い
う
）
を
改
正
し
、
運
賃
と

料
金
の
定
義
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、

運
賃
、積
込
料
・
取
卸
料
、附
帯
作
業
料
、

待
機
時
間
料
、
高
速
道
路
利
用
料
金
等
を

分
け
て
収
受
す
る
内
容
と
し
た
。
こ
こ
で

は
本
紙
３
月
15
日
号
に
引
き
続
き
、
新
標

準
約
款
を
踏
ま
え
て
、
取
引
慣
行
を
是
正

し
、
利
益
が
生
ま
れ
る
運
賃
・
料
金
を
設

定
す
る
に
は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
を

分
か
り
や
す
く
解
説
す
る
。

◇
第
一
段
階　

運
送
事
業
と

そ
れ
以
外
の
事
業
の
売
上

・
経
費
を
区
分

運
送
事
業
以
外
に
事
業
を

実
施
し
て
い
る
場
合
に
は
、

運
送
事
業
と
そ
れ
以
外
の
事

業
の
売
上
と
経
費
を
区
分
す

⑴
車
両
単
位
の
売
上
・
経
費
集
計
の
準
備
作
業

⑵
各
車
両
に
経
費
を
割
付
す
る
方
法

⑷
１
時
間
当
た
り
固
定
費
の
算
出

⑶
１
㌔
㍍
当
た
り
変
動
費
の
算
出
（
図
４
）

る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

特
に
全
体
の
一
般
管
理
費
に

つ
い
て
も
、
売
上
高
、
従
業

員
数
等
の
基
準
か
ら
運
送
事

業
と
そ
れ
以
外
に
比
例
配
分

す
る
手
法
が
あ
る
。

◇
第
二
段
階　

実
運
送
と
傭

車
の
売
上
・
経
費
を
区
分

　

傭
車
を
利
用
し
て
い
な
い

場
合
に
は
、
不
要
な
処
理
で

あ
る
が
、
傭
車
を
利
用
し
て

い
る
場
合
に
は
、
傭
車
分
の

売
上
と
支
払
運
賃
お
よ
び
一

般
管
理
費
、
事
務
手
数
料
を

算
出
し
て
、
運
送
事
業
の
売

上
と
経
費
か
ら
除
外
す
る
。

◇
第
三
段
階　

車
両
ご
と
の

売
上
と
経
費
を
集
計

車
両
別
の
経
費
は
大
き
く

分
け
て
２
種
類
あ
り
、
車
両

に
直
接
割
付
で
き
る
経
費
、

　

各
車
両
に
経
費
を
集
計
す

る
に
は
、
図
３
の
よ
う
に
５

種
類
の
計
算
を
実
施
す
る
。

特
に
青
字
箇
所
が
重
要
で
あ

る
。
な
お
、
全
て
の
経
費
に

直
接
割
付
で
き
な
い
経
費
が

あ
る
。
詳
細
は
図
２
の
通
り

で
あ
る
。
な
お
、
日
々
会
計

帳
簿
に
記
帳
す
る
段
階
か

ら
、
車
両
別
に
経
費
を
分
類

し
て
集
計
す
る
必
要
が
あ
る
。

つ
い
て
消
費
税
を
除
外
処
理

し
な
い
と
、
正
確
な
経
費
を

集
計
で
き
な
い
点
に
ご
留
意

を
い
た
だ
き
た
い
。

　

以
下
の
経
費
の
集
計
に
関

す
る
計
算
方
法
は
複
数
の
計

算
の
な
か
か
ら
例
示
的
に
示

す
一
例
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

運
送
実
態
、
契
約
実
態
等
に

即
し
て
別
の
計
算
方
法
を
採

用
す
べ
き
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

　
「
運
賃
」
の
基
礎
と
な
る

原
価
を
算
出
す
る
た
め
に

は
、
車
が
１
㌔
㍍
走
行
す
る

と
、
ど
の
く
ら
い
の
経
費
を

必
要
と
す
る
か
計
算
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

燃
料
費
、
油
脂
費
、
修
理

費
、
タ
イ
ヤ
チ
ュ
ー
ブ
費
、

尿
素
水
費
の
５
種
類
の
経
費

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１
㌔

㍍
走
行
す
る
た
め
に
必
要
な

費
用
を
計
算
す
る
。

　

走
行
に
要
す
る
費
用
は
、

高
速
道
路
を
走
行
す
る
場
合

と
渋
滞
の
一
般
道
を
走
行
す

る
場
合
で
は
大
き
く
相
違
す

る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、「
１

㌔
㍍
当
た
り
変
動
費
」
は
そ

う
し
た
走
行
実
態
に
つ
い
て

は
考
慮
し
な
い
。

　

１
年
を
通
し
た「
平
均
値
」

を
算
出
し
、
可
能
な
限
り
簡

素
化
し
て
把
握
す
る
。

　

改
正
標
準
約
款
に
お
け
る

積
込
・
取
卸
料
、待
機
料
金
、

附
帯
作
業
料
の
料
金
設
定
の

基
礎
と
な
る
「
１
時
間
当
た

り
経
費
（
固
定
費
）」
を
把

握
で
き
れ
ば
、
車
格
別
、
取

引
先
別
に
時
間
を
基
礎
と
し

た
「
料
金
表
」
を
簡
単
に
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

こ
こ
で
は
①
車
両
費
（
減

価
償
却
費
）、
②
運
転
者
人

件
費
、
③
車
両
の
税
金
及
び

保
険
費
、
④
間
接
費
（
一
般

管
理
費
、
施
設
費
、
事
故
処

理
費
等
）
に
つ
い
て
経
費
計

算
を
行
う
。

①
車
両
費
（
図
６
）

　

車
両
費
は
ト
ラ
ッ
ク
車
両

に
直
接
割
付
け
で
き
る
費
用

で
あ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
車
両
を

調
達
し
た
費
用
を
法
定
耐
用

年
数
等
に
よ
り
経
費
を
算
出

す
る
。
経
理
で
定
率
法
に
よ

り
車
両
費
を
算
出
し
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
定
額

法
に
よ
り
修
正
し
た
車
両
費

を
算
出
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

車
両
費
の
計
算
で
は
、
法

定
耐
用
年
数
、
使
用
予
定
年

数
、
平
均
車
齢
な
ど
、
い
か

な
る
償
却
年
数
を
採
用
す
る

か
に
よ
り
、
大
幅
に
経
費
が

相
違
す
る
た
め
、
慎
重
に
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

〈
計
算
式
〉

○
購
入
に
よ
る
調
達
：
１

か
月
分
の
車
両
費
＝
（
車

両
の
調
達
価
格
（
備
品
を

含
む
）－

残
存
価
格
）
÷

（
償
却
月
数
）

○
リ
ー
ス
に
よ
る
調
達
：
１

か
月
分
の
車
両
費
＝
（
リ

ー
ス
契
約
期
間
中
の
料
金

の
合
計
）÷
契
約
月
数（
リ

ー
ス
契
約
満
了
後
の
契
約

形
態
の
相
違
に
よ
り
、
計

算
式
は
複
数
パ
タ
ー
ン
に

分
岐
）

②
運
転
者
人
件
費
（
図
７
）

　

運
転
者
人
件
費
と
は
、
運

行
業
務
に
従
事
す
る
運
転
者

の
人
件
費
お
よ
び
法
定
福
利

費
、
福
利
厚
生
費
（
健
康
診

断
補
助
費
、
昼
食
代
等
）、

退
職
金（
退
職
給
与
引
当
金
）

等
の
費
用
を
含
め
、
役
員
等

の
管
理
者
の
人
件
費
は
一
般

管
理
費
に
分
類
し
て
処
理
す

る
。

　

運
転
者
の
人
件
費
を
車
両

に
割
付
け
る
場
合
、
①
運
転

者
が
特
定
の
車
両
の
み
に
１

人
で
乗
務
す
る
場
合
に
は
毎

月
の
人
件
費
等
を
基
礎
に
割

付
、
②
運
転
者
が
複
数
の
車

両
に
乗
務
す
る
場
合
に
は
、

車
両
の
稼
働
１
時
間
当
た
り

の
人
件
費
を
割
り
付
け
る
。

〈
計
算
式
〉
上
記
②
の
ケ
ー
ス

手
順
１
：
稼
働
１
時
間
当
た

り
の
運
転
者
人
件
費
を
算
出

　

全
体
の
運
転
者
人
件
費
総

額
÷
全
体
の
車
両
稼
働
時
間

合
計
＝
１
時
間
当
た
り
運
転

者
人
件
費

手
順
２
：
車
両
へ
の
運
転
者

人
件
費
の
割
り
付
け

　

稼
働
１
時
間
当
た
り
運
転

者
人
件
費
×
車
両
の
稼
働
時

間
＝
割
り
付
け
る
運
転
者
人

件
費

③
車
両
の
税
金
お
よ
び
保
険

費
（
図
８
）

　

車
両
に
直
接
割
付
で
き
る

税
金
（
租
税
公
課
）
は
自
動

車
取
得
税
、
自
動
車
税
、
自

動
車
重
量
税
、
保
険
費
は
自

賠
責
保
険
、
任
意
保
険
で
あ

る
。

〈
税
金
の
計
算
式
〉

　

１
か
月
当
た
り
税
金
＝
自

動
車
取
得
税
、
自
動
車
税
、

自
動
車
重
量
税
÷
課
税
期
間

（
月
数
）

〈
保
険
費
の
計
算
式
〉

　

１
か
月
当
た
り
保
険
費
＝

自
賠
責
保
険
料（
任
意
保
険
）

÷
加
入
期
間
（
月
数
）

図６　＜計算例＞

※計算例で設定する各種数値は運送業の原価計算の理解を深めるためのものに過ぎず、運賃・料
金設定の参考水準等を示すものではない。
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か

図８　＜計算例＞

※計算例で設定する各種数値は運送業の原価計算の理解を深めるためのものに過ぎず、運賃・料金設定の参考水準等を
示すものではない。

36,450,000　円

2,567　円

2,567　円14,200　時間

195　時間 500,565　円

図７　＜計算例＞

※計算例で設定する各種数値は運送業の原価計算の理解を深めるためのものに過ぎず、運賃・料金設定の参考水準等を
示すものではない。

運行費
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1km 当たり変動費の算出

５つの費用の計算が完了したら、５項目の計算結果を合計する。

図５　＜計算例＞

※計算例で設定する各種数値は運送業の原価計算の理解を深めるためのものに過ぎず、運賃・料金設定の
参考水準等を示すものではない。
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④
間
接
費
（
一
般
管
理
費
、

施
設
費
、事
故
処
理
費
等
）

（
図
９
）

　

間
接
費
は
車
両
に
直
接
割

付
で
き
な
い
も
の
で
、
主
に

管
理
業
務
等
に
関
連
す
る
費

用
で
あ
る
。
一
般
管
理
費
、

施
設
使
用
料
・
賦
課
税
、
事

故
処
理
費
等
が
間
接
費
と
な

る
。
現
在
の
よ
う
な
運
転
者

人
材
を
確
保
で
き
ず
、
売
上

に
貢
献
で
き
な
い
「
稼
働
し

て
い
な
い
車
両
」、
予
備
車
等

に
つ
い
て
は
間
接
費
に
含
め

て
計
算
す
る
。

〈
計
算
方
法
〉

　

計
算
方
法
は
複
数
の
手
法

が
あ
る
が
、
各
車
両
の
売
上

高
基
準
に
よ
り
間
接
費
を
各

車
両
に
配
分
す
る
計
算
方
法

を
紹
介
す
る
。

　

過
去
１
年
間
の
間
接
費
÷

12
か
月
×
（
当
該
車
両
の
売

上
高
÷
全
体
の
売
上
高
）〈
い

ず
れ
も
１
か
月
分
〉

⑤
１
時
間
当
た
り
固
定
費
の

算
出
（
図
10
）

　

以
下
の
計
算
に
よ
り
１
時

間
当
た
り
の
経
費（
固
定
費
）

を
求
め
る
。

〈
計
算
式
〉

　

１
時
間
当
た
り
固
定
費
＝

固
定
費
合
計
÷
稼
働
時
間

（
１
か
月
間
）

１
㌔
㍍
当
た
り
変
動
費
と

１
時
間
当
た
り
固
定
費
を
算

出
し
て
、
現
場
の
原
価
計
算

に
い
か
に
活
用
す
る
か
？　

次
の
計
算
例
で
確
認
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

次
回
は
最
終
回
と
な
り
、
今
回
の
計
算
を
基
礎
に
、

Ｓ
ｔｅｐ
２
【
売
値
の
設
定
】
運
賃
単
価
、
料
金
単
価
表

の
作
成
、
Ｓ
ｔｅｐ
３
【
交
渉
、
書
面
化
】
取
引
先
に
対

す
る
申
し
入
れ
と
契
約
書
面
化
に
つ
い
て
解
説
す
る
。

⑸
原
単
位
の
修
正
（
図
11
）

⑹
原
単
位
を
活
用
し
た
原
価
計
算
（
図
12
）

①
１
㌔
㍍
当
た
り
変
動
費
の

単
価
修
正

　
「
１
㌔
㍍
当
た
り
の
変
動

費
」
は
、
実
車
、
空
車
を
問

わ
ず
、
走
行
距
離
に
比
例
し

て
発
生
す
る
た
め
、
空
車
分

の
単
価
に
上
乗
せ
し
て
、【
実

質
】
１
㌔
㍍
当
た
り
の
変
動

費
を
算
出
す
る
必
要
が
あ

る
。
ス
ー
パ
ー
等
で
廃
棄
す

る
食
品
に
も
原
価
を
要
し
て

い
る
が
、
予
め
売
値
に
廃
棄

コ
ス
ト
も
上
乗
せ
さ
れ
て
い

る
た
め
、赤
字
に
な
ら
な
い
。

原
価
の
み
要
し
、
売
上
と
な

ら
な
い
特
性
を
有
す
る
も
の

は
、
運
送
業
で
は
空
車
で
走

行
す
る
経
費
で
あ
る
。

②
１
時
間
当
た
り
固
定
費
の

単
価
修
正

　

１
時
間
当
た
り
固
定
費

も
、
取
引
先
都
合
で
拘
束
さ

れ
て
い
る
時
間
と
、
そ
れ
以

外
の
時
間
が
あ
る
た
め
、
１

㌔
㍍
当
た
り
変
動
費
と
同
様

に
調
整
す
る
。

　

表
１
は
、
平
成
29
年
の
渋

滞
回
数
実
績
と
平
成
30
年
の

予
測
を
比
較
し
た
も
の
で
あ

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成

30
年
の
渋
滞
回
数
（
予
測
）

　

表
２
は
、
平
成
30
年
の
渋

滞
回
数
（
予
測
）
を
日
付
別

に
表
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
、
下
り
線
で
は

1
昨
年
実
績
と
の
渋
滞
回
数
比
較

昨
年
に
比
べ
渋
滞
回
数
が
増
加
傾
向
に

2
日
付
別
渋
滞
予
測
回
数

渋
滞
の
ピ
ー
ク
を
避
け
た
道
路
利
用
を

3
各
社
の
特
に
長
い
渋
滞
発
生
予
測

ピ
ー
ク
時
渋
滞
長
が
50
㌔
㍍
に
及
ぶ
日
も

は
「
10
㌔
㍍
以
上
の
渋
滞
回

数
」「
30
㌔
㍍
以
上
の
渋
滞

回
数
」と
も
に
平
成
29
年（
実

績
）
よ
り
も
多
く
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

５
月
３
日
㈭（
憲
法
記
念
日
）

に
発
生
す
る
渋
滞
が
62
回
と

最
も
多
く
、
ま
た
上
り
線
で

は
５
月
５
日
㈯
（
こ
ど
も
の

日
）
に
発
生
す
る
渋
滞
が
51

回
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
下
り
線
で
は
５
月

１
日
㈫
・
２
日
㈬
、
上
り
線

で
は
５
月
６
日
㈰
・
７
日
㈪

が
渋
滞
の
発
生
が
少
な
い
日

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

表
３
は
、
各
高
速
道
路
会

社
の
道
路
に
お
け
る
、
特
に

長
い
渋
滞
発
生
予
測
を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
ピ
ー
ク
時

に
は
、
渋
滞
長
が
50
㌔
㍍
に

も
及
ぶ
日
も
見
ら
れ
る
。

ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の
皆

さ
ん
に
は
、
渋
滞
予
測
内
容

を
も
と
に
出
発
日
・
時
間
帯

を
ず
ら
す
な
ど
、
渋
滞
を
避

け
た
道
路
利
用
を
お
願
い
し

た
い
。

10km以上の渋滞予測回数②表２
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182 回
（4/27～5/6）

5月1～2日の
ご利用を！

10km以上の渋滞予測回数①表２
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滞
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数
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回
）

＜上り線＞
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金
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土

29
日

30
月

1
火

2
水

3
木

4
金

5
土

6
日

7
月

4月 5月

5月6～7日の
ご利用を！

• 最新の道路交通状況は、事故や気象などの影響で渋滞が発生する場合が
あり、刻々と変化しますので、出発前や運行中にお役立てください。

•渋滞予測情報は、渋滞の発生箇所、時間帯ごとの渋滞長、渋滞ピーク時
の時刻などが分かりますので、運行日・時間の計画にお役立てください。

•道路交通情報および渋滞予測情報は、右記のサイトからご利用いただけ
ます。

▷NEXCO東日本（http://www.driveplaza.com/）
▷NEXCO中日本（http://www.c-nexco.co.jp/）
▷NEXCO西日本（http://www.w-nexco.co.jp/）
▷JB本四高速（http://www.jb-honshi.co.jp/）
▷日本道路交通情報センター（http://www.jartic.or.jp/）

• 渋滞予測ガイド（渋滞予測情報の冊子）を休憩施設などで配布しています。
※渋滞予報ガイドでは4月27日（金）～5月6日（日）の渋滞予測情報を掲載しております。

図 12　＜計算例＞

※計算例で設定する各種数値は運送業の原価計算の理解を深めるためのものに過ぎず、運賃・料金設定の参考水準等を
示すものではない。

図 10　＜計算例＞

①

②

③

※計算例で設定する各種数値は運送業の原価計算の理解を深めるためのものに過ぎず、運賃・料金設定の参考水準等を示すものでは
ない。

※上記は（4）①～④の計算結果

か

図９　＜計算例＞

※計算例で設定する各種数値は運送業の原価計算の理解を深めるためのものに過ぎず、運賃・料金設定の参考水準等を示すものではない。

　

東
日
本
高
速
道
路
㈱
、
中
日
本
高
速
道
路
㈱
、
西
日
本

高
速
道
路
㈱
、
本
州
四
国
連
絡
高
速
道
路
㈱
、（
公
財
）

日
本
道
路
交
通
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
期
間
中
（
平
成
30
年
４
月
27
日
㈮
〜
５
月
６
日
㈰
の

10
日
間
）
の
高
速
道
路
で
の
交
通
集
中
に
よ
る
渋
滞
予
測

を
取
り
ま
と
め
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
今
年
は
昨
年
（
実

績
）に
比
べ
、渋
滞
が
多
く
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

高
速
道
路
各
社
等
で
は
、渋
滞
予
測
の
内
容
を
確
認
し
、

利
用
日
や
利
用
時
間
帯
を
変
更
す
る
な
ど
、
渋
滞
を
避
け

た
道
路
利
用
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

表１　29 年の渋滞実績と30年の予測
渋滞規模

平成 30年予測
合計 下り 上り

10km以上 401回 182 回 219 回
30km以上 28回 11回 17回

渋滞規模
平成 29年実績

合計 下り 上り
10km以上 355回 159 回 196 回
30km以上 26回 15回 11回

渋滞規模
前年比較

合計 下り 上り
10km以上 +46回 +23 回 +23 回
30km以上 +2回 ▲ 4回 +6回
※10㎞以上の渋滞回数には、30㎞以上の渋滞回数
を含む。平成30年予測は、平成30年4月27日（金）～
5月6日（日）の10日間を集計。平成29年実績は、平
成29年4月28日（金）～5月7日（日）の10日間を集計
（事故などの影響による渋滞を含む）。

表 3　2018 年ゴールデンウィーク期間の高速道路における渋滞予測（ピーク渋滞長 30km以上）

会社区分 上下線 道路名 渋滞ピーク日時 ピーク時
渋滞長 渋滞発生箇所

東日本
下り線 E17 関越自動車道 ５月３日㈭  ９時頃 50km 花園 IC付近

下り線 E17 関越自動車道 ５月５日㈯ 18時頃 45km 高坂ＳＡ付近

中日本
下り線 E20 中央自動車道 ５月３日㈭  ５時頃 45km 相模湖 IC付近

下り線 E1 東名高速道路 ４月３０日㈪ 18時頃 35km 大和ＴＮ付近

西日本
・
本四

下り線 E3 九州自動車道 ５月３日㈭ 10時頃 30km 鳥栖 JCT付近

下り線 E28 神戸淡路鳴門
自動車道 ５月５日㈯ 19 時頃 50km 舞子ＴＮ出口付近

※IC：インターチェンジ、JCT：ジャンクション、SA：サービスエリア、TN：トンネル

道
路
交
通
情
報
を

確
認
・
活
用
し
て
渋
滞
回
避
を
！

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
の
高
速
道
路
渋
滞
予
測

＜計算式＞

図 11　＜計算例＞

※計算例で設定する各種数値は運送業の原価計算の理解を深めるためのものに過ぎず、運賃・料金設定の参考水準等を示すものではない。
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危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編

（
２
面
）

☜
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
220
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①トンネルに接近すると減速する車が少なくありません。
そのため交通量が多くなるゴールデンウイークなどの
行楽期は、トンネルの手前が渋滞しやすくなります。ト
ンネルに接近した時は、前方の状況や前車の動きに
よく目を配るとともに、車間距離を十分にとって、前車
の減速や停止に対応できるようにしておきましょう。
②道路が渋滞してくると、少しでも先へ行こうとして、隣
の車線にわずかでもスペースができると、強引に車線
変更をする車をよく見かけます。特にトラックは車体
が大きいため、「多少強引であっても後続車が入れて
くれるだろう」といった安易な気持ちに陥りがちです。
しかし、こうした行為は極めて危険で悪質な行為であ
ることはいうまでもありません。強引な車線変更をす
れば、後続車と事故を起こす危険があるばかりでなく、
衝突を避けるために急ブレーキをかけた後続車が、
その後ろの車に追突されるという事故を誘発する恐
れもあります（図３）。しかも、交通量の多い高速道路
でいったん事故が起これば、多重事故に繋がる危険も
あります。したがって、強引な進路変更（割り込み）は絶
対にしてはなりません。
③もう一つ留意すべき点があります。それは最近の車は
あおりや割り込みなどの悪質・危険な運転に対処する
ため、ドライブレコーダーを装備しているケースが多
いということです。つまり、強引な割り込みをしても事
故さえ起こさなければ良く、逃げてしまえば分かりはし

①前方が渋滞していることに気付いて前車が減速する
と、追突する危険があります（図１）。

②少しでも先に行こうとして追越車線に進路変更すると、
後続車と衝突する危険があります（図２）。

　あなたは前方にトンネルのある高速道路を
走行しています。ゴールデンウイークの期間中
で、この先に観光名所があることから、交通量
はいつもより多くなっています。この場面には
どのような危険がありますか。また、危険を避け
るためにはどのような運転をすればよいでしょ
うか。考えてみましょう。

ないといった「逃げ得」の考え方は通用しない
ということです。自分の運転は周囲の車から見
られており、記録されているということをしっか
り認識しておく必要があります。

図１

図２

図３

標
準
貨
物
自
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運
送
約
款
一
部
改
正
▽
新
運
賃
・
料
金
届
出
促
進
企
画

　

運
賃
・
料
金
の
設
定
方
法

は
運
行
形
態
、
契
約
形
態
に

即
し
て
多
様
な
パ
タ
ー
ン
が

あ
り
、
１
つ
の
方
法
に
絞
り

き
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま

た
、
こ
こ
で
解
説
す
る
内
容

は
例
示
的
な
位
置
付
け
で
あ

　

前
回
ま
で【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
】

と
し
て
、
各
車
両
の
原
価
デ

ー
タ
か
ら
１
㌔
㍍
当
た
り
変

動
費
、
１
時
間
当
た
り
固
定

費
を
算
出
し
、実
車
率
、実
稼

り
、
実
務
的
に
は
複
数
の
代

替
的
な
手
法
が
存
在
す
る
こ

と
か
ら
、
こ
こ
で
示
す
取
り

組
み
内
容
を
推
奨
す
る
も
の

で
な
い
点
に
ご
留
意
を
い
た

だ
き
た
い
。

働
時
間
率
を
割
り
戻
す
こ
と

に
よ
り
、
各
車
両
別
の
原
単

位
を
算
出
す
る
こ
と
ま
で
解

説
し
た
。

　

今
回
は
、
前
回
解
説
し
た

【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
１
】を
踏
ま
え
、

【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
２
】
売
値
の
設

定
お
よ
び
【
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
３
】

交
渉
、
書
面
化
に
つ
い
て
解

説
す
る（
図
１
）。

　

特
に
、
各
車
両
の
原
価
計

算
を
踏
ま
え
た
原
単
位
か
ら

運
賃
、
料
金
の
基
本
単
価
を

い
か
に
設
定
す
る
か
が
重
要

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　

運
賃
単
価
、
料
金
単
価
表

に
つ
い
て
は
、
図
２
の
よ
う

な
流
れ
で
検
討
す
る
。

　

原
価
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
、

一
定
の
利
益
率
を
乗
じ
て
設

定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ

の
前
段
階
で
は
現
場
実
態
を

調
査
し
た
上
で
、取
引
先
別
、

運
行
ル
ー
ト
別
に
損
益
チ
ェ

ッ
ク
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
。新

し
い
運
賃
・
料
金
の
適

用
方
、
運
賃
・
料
金
の
単
価

等
を
検
討
す
る
た
め
、
最
初

に
現
場
の
実
態
を
知
る
必
要

⑴
現
場
の
実
態
調
査

⑵
取
引
先
別
、
運
行
ル
ー
ト
別
に損
益
チ
ェッ
ク

⑶
取
引
先
別
に運
賃
・
料
金
の
適
用
方
を
検
討

⑷
社
内
統
一の
運
賃
・
料
金
単
価
の
設
定

⑸
取
引
先
別
の
運
賃
・
料
金
単
価
の
設
定

が
あ
る
。
取
引
先
と
交
渉
す

る
担
当
者
等
は
現
場
を
よ
く

知
ら
な
い
う
ち
に
、
運
賃
・

料
金
の
見
直
し
を
申
し
入
れ

　

取
引
先
別
、
各
運
行
業
務

別
に
、
原
価
計
算
を
行
い
、

損
益
チ
ェ
ッ
ク
し
、
赤
字
の

運
送
業
務
を
特
定
す
る
必
要

が
あ
る
。
例
え
ば
、
図
４
の

よ
う
に
ケ
ー
ス
①
で
は
走
行

距
離
２
０
０
㌔
㍍
、
拘
束
時

間
８
時
間
、
ケ
ー
ス
②
で
は

走
行
距
離
２
０
０
㌔
㍍
、
拘

束
時
間
11
時
間
と
な
る
運
行

等
業
務
が
あ
っ
た
場
合
、
そ

れ
ら
に
【
実
質
】
１
㌔
㍍
当

た
り
変
動
費
、【
実
質
】
１

時
間
当
た
り
固
定
費
を
乗
じ

て
原
価
を
把
握
し
、
現
在
の

収
受
運
賃
等
を
差
し
引
き
す

る
こ
と
で
、損
益
を
求
め
る
。

　

走
行
距
離
よ
り
も
、
拘
束

時
間
が
長
い
仕
事
の
ほ
う
が

し
て
も
、
説
得
力
の
あ
る
話

が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い

た
め
、
そ
こ
で
頓
挫
し
て
し

ま
う
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
の

な
い
よ
う
、
責
任
者
、
交
渉

担
当
者
等
が
最
初
に
現
場
に

足
を
運
び
、
現
場
を
自
ら
の

目
で
考
察
し
、
実
態
を
詳
細

に
記
録
す
る
こ
と
か
ら
始
め

る
必
要
が
あ
る（
図
３
）。

　

そ
の
際
、
各
現
場
に
お
け

る「
平
均
的
な
拘
束
時
間
」、

「
走
行
距
離
」
に
つ
い
て
調

査
す
る
が
、
①
発
荷
主
に
お

け
る
待
機
時
間
、
積
込
作
業

・
附
帯
作
業
時
間
等
、
②
運

行
時
間
、
③
着
荷
主
に
お
け

る
待
機
時
間
、
取
卸
作
業
・

附
帯
作
業
時
間
等
が
そ
れ
ぞ

れ
ど
の
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る

か
を
調
査
す
る
。
１
年
を
通

し
て
み
る
と
、
通
常
期
、
繁

閑
期
等
が
あ
り
、
各
所
要
時

間
は
相
違
す
る
。
特
に
待
機

時
間
は
、
毎
回
発
生
す
る
ケ

ー
ス
、
繁
忙
期
の
み
発
生
す

る
ケ
ー
ス
、
全
く
発
生
し
な

い
ケ
ー
ス
な
ど
、
多
様
で
あ

る
た
め
、
こ
う
し
た
原
因
と

発
生
時
期
を
セ
ッ
ト
で
記
録

し
、
各
運
送
に
お
け
る
平
均

的
な
拘
束
時
間
、
平
均
的
な

走
行
距
離
を
算
出
す
る
。

原
価
は
格
段
に
大
き
く
な
る

こ
と
を
、
原
価
計
算
に
よ
り

実
感
で
き
る
。
特
に
距
離
制

運
賃
を
適
用
し
て
い
る
場

合
、
拘
束
時
間
が
長
時
間
化

　
「
今
般
、
標
準
約
款
が
改

正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
社
内

統
一
の
待
機
時
間
料
を
設
定

し
た
た
め
、
翌
月
以
降
、
一

律
に
適
用
し
ま
す
」
と
全
て

の
取
引
を
対
象
に
網
を
掛
け

る
よ
う
な
方
法
で
は
、
取
引

先
か
ら
受
け
入
れ
て
も
ら
え

な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ

で
ま
ず
は
、
先
に
取
組
し
た

①
現
場
の
実
態
調
査
お
よ
び

②
損
益
チ
ェ
ッ
ク
を
踏
ま
え
、

取
引
先
ご
と
に
運
賃
・
料
金

の
適
用
方
の
妥
当
性
を
検
討

す
る
（
図
５
）。

　

積
込
・
取
卸
作
業
時
間
、

待
機
時
間
が
ほ
と
ん
ど
発
生

　

図
６
の
よ
う
に
、
原
価
計

算
を
踏
ま
え
、車
格
別
に【
実

質
】１
㌔
㍍
当
た
り
変
動
費
、

【
実
質
】
１
時
間
当
た
り
固

定
費
に
一
定
の
利
益
率
を
乗

せ
て
料
金
設
定
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。「
積
込
・
取

卸
、附
帯
作
業
」
と
「
待
機
」

を
比
較
す
る
と
、
内
容
が
全

く
相
違
す
る
た
め
、
待
機
の

原
価
の
ほ
う
が
よ
り
割
安
と

思
い
が
ち
だ
が
、【
実
質
】

１
時
間
当
た
り
の
固
定
費
は

両
者
同
一
水
準
で
あ
る
。

　

料
金
設
定
に
あ
た
り
、「
積

込
・
取
卸
、附
帯
作
業
時
間
」

と
「
待
機
時
間
」
は
同
じ
水

準
で
料
金
設
定
す
る
ケ
ー

ス
、
一
方
で
取
引
先
の
理
解

を
得
ら
れ
や
す
く
す
る
た
め

に
、「
積
込
・
取
卸
、
附
帯

作
業
時
間
」
に
は
一
定
の
利

益
率
を
乗
じ
て
、「
待
機
時

間
」
に
つ
い
て
は
一
定
率
を

割
引
し
、
よ
り
低
め
に
設
定

す
る
方
向
性
も
あ
る
。

し
な
い
取
引
先
に
お
い
て
は
、

「
平
均
走
行
距
離
×
１
㌔
㍍

当
た
り
変
動
費
」、「
平
均
拘

束
時
間
×
１
時
間
当
た
り
固

定
費
」
を
基
礎
に
、
利
益
率

を
乗
じ
て
距
離
帯
別
の
運
賃

表
を
作
成
す
る
。
さ
ら
に
、

積
込
・
取
卸
作
業
時
間
、
待

機
時
間
に
つ
い
て
発
生
し
た

場
合
は
、
別
建
て
で
収
受
で

き
る
よ
う
に
あ
ら
か
じ
め
料

金
単
価
を
設
定
す
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
待
機
時

間
に
つ
い
て
は
発
荷
主
で
平

均
１
時
間
、
着
荷
主
で
平
均

２
時
間
発
生
し
、
積
込
・
取

卸
作
業
時
間
は
発
着
荷
主
で

　

取
引
先
ご
と
に
現
場
実
態

の
特
殊
性
、
損
益
実
態
等
が

相
違
し
、
取
引
先
に
も
固
有

の
考
え
方
が
あ
る
な
か
で
、

社
内
一
律
単
価
を
受
け
入
れ

て
も
ら
う
に
は
困
難
を
伴
う

ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
取
引

先
ご
と
に
合
意
し
た
運
賃
等

平
均
し
て
３
時
間
発
生
す
る

よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
そ
の

都
度
別
建
て
に
て
収
受
す
る

設
計
に
す
る
と
実
務
的
に
煩

雑
に
な
る
。
ま
た
取
引
先
か

ら
待
機
時
間
等
に
つ
い
て
証

明
資
料
の
提
出
を
求
め
ら
れ

る
場
合
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、

別
建
て
に
よ
り
都
度
収
受
せ

ず
、
年
間
を
通
し
た
待
機
時

間
、積
込
・
取
卸
作
業
時
間
、

附
帯
作
業
時
間
等
を
あ
ら
か

じ
め
平
均
化
し
、
内
訳
を
明

ら
か
に
し
た
上
で
、
積
込
・

取
卸
作
業
時
間
、
待
機
時
間

等
を
含
め
た
運
賃
・
料
金
の

単
価
を
設
定
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
う
し
た
検
討
を
通
し

て
、
赤
字
を
脱
却
し
、
運
転

者
の
賃
金
の
引
き
上
げ
原
資

を
確
保
で
き
る
水
準
を
確
認

す
る
。
実
務
的
に
は
一
律
の

利
益
率
の
設
定
で
は
な
く
、

相
場
運
賃
、
拘
束
時
間
等
を

考
慮
し
て
妥
当
な
利
益
率
を

運
賃
等
の
単
価
ご
と
に
設
定

す
る
。

　

改
正
標
準
約
款
に
即
し
た

円
滑
な
実
務
を
踏
ま
え
る

と
、
予
め
１
年
間
の
平
均
的

な
積
込
・
取
卸
作
業
時
間
、

待
機
時
間
等
を
踏
ま
え
た
標

準
時
間
を
設
定
し
、
積
込
・

取
卸
料
金
を
含
め
た
運
賃
・

料
金
を
設
定
す
る
こ
と
も
想

定
さ
れ
る
。

し
て
も
追
加
料
金
を
収
受
で

き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、

特
に
注
意
が
必
要
と
な
る
。

　

な
お
、
運
賃
・
料
金
の
単

価
の
損
益
計
算
に
お
い
て
、

１
回
当
た
り
の
高
速
道
路
利

用
料
金
を
あ
ら
か
じ
め
コ
ミ

コ
ミ
で
運
賃
設
定
し
て
い
る

ケ
ー
ス
で
は
、
高
速
料
金
を

費
用
に
含
め
て
損
益
計
算

し
、
一
方
で
、
別
建
て
に
よ

り
高
速
料
金
を
収
受
し
て
い

る
ケ
ー
ス
で
は
、
当
該
高
速

料
金
を
除
外
し
て
損
益
計
算

す
れ
ば
よ
い
。

　

原
単
位
を
踏
ま
え
た
売
値

を
決
め
た
ら
、
走
行
距
離
、

拘
束
時
間
を
乗
じ
て
、
単
価

表
を
作
成
す
る
。

　

な
お
、
待
機
時
間
等
の
追

加
の
拘
束
時
間
が
発
生
し
た

場
合
、
１
日
を
単
位
に
原
価

計
算
す
る
事
業
者
で
は
「
運

転
者
の
残
業
代
」
の
み
支
払

え
ば
い
い
の
か
、
一
方
で
、

車
両
費
、
税
金
、
間
接
費
、

運
転
者
等
の
人
件
費
を
含
め

た「
１
時
間
当
た
り
固
定
費
」

を
支
払
え
ば
い
い
の
か
、
取

引
先
と
も
め
る
こ
と
が
あ
る
。

こ
の
場
合
、
一
律
的
な
対
応

は
困
難
で
あ
る
が
、
運
転
者

の
賃
金
引
き
上
げ
、
待
機
時

間
等
を
削
減
し
長
時
間
労
働

を
抑
制
す
る
に
は
、
原
価
計

算
を
踏
ま
え
、「
１
時
間
当

た
り
の
固
定
費
」
を
基
礎
に

設
定
す
る
料
金
を
収
受
す
る

ほ
う
に
妥
当
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。

１
．
運
賃
・
料
金
の
適
用
方
は
複
数
手
法
あ
り

新
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款
を
踏
ま
え
た

実
務
対
応
に
つ
い
て（
そ
の
３
）

日
本
Ｐ
Ｍ
Ｉ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
代
表
取
締
役
社
長　

小
坂　

真
弘
氏

寄
稿

図６

の
単
価
表
を
契
約
書
に
添
付

し
て
い
る
実
態
が
あ
る
。
そ

の
際
に
拘
束
時
間
を
予
め
詳

細
に
設
定
せ
ず
、
距
離
や
時

間
を
基
礎
に
運
賃
単
価
を
決

定
す
る
場
合
に
は
、
予
め
過

去
の
実
績
を
踏
ま
え
た
平
均

拘
束
時
間
を
設
定
し
運
賃
単

図５
て

図4 （ケース①） （ケース②）

4月15日号で解説
図１

今回解説する事項

申し

図３

図２

２
．
Ｓ
ｔｅ
ｐ
２
【
売
値
の
設
定
】

運
賃
単
価
、
料
金
単
価
表
の
作
成

　

国
土
交
通
省
で
は
昨
年
11
月
４
日
に
標
準
貨
物
自
動
車
運
送
約
款

（
以
下
「
改
正
標
準
約
款
」
と
い
う
）
を
改
正
し
た
。
改
正
標
準
約
款

を
踏
ま
え
た
実
務
対
応
に
つ
い
て
の
解
説
は
、今
回
で
最
終
回
と
な
る
。

最終回
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化

ほんのヒトコマ ［第19回］

こどもの日、それぞれの思い…

129「
有
明
海
の
干
拓
地
の
幸
」
佐
賀
県
白
石
町
の
新
玉
ね
ぎ

　

有
明
海
の
北
端
に
沿
っ
て

走
る
の
は
国
道
４
４
４
号
。

そ
し
て
佐
賀
県
白
石
町
周
辺

は
ま
っ
た
く
平
ら
だ
。
佐
賀

鍋
島
藩
の
時
代
か
ら
ず
っ
と

有
明
海
を
干
拓
し
続
け
、
面

積
を
増
や
し
て
き
た
地
域
な

の
で
あ
る
。

　

｢

江
戸
時
代
は
、
あ
の
道

路
ま
で
ず
っ
と
海
だ
っ
た
ん

で
す｣

と
、
は
る
か
彼
方
を

指
さ
し
た
の
は
、「
佐
賀
オ

ニ
オ
ン
フ
ァ
ー
ム
」
代
表
の

中
村
明
さ
ん
。
そ
し
て
、
く

る
り
と
回
れ
右
を
し
て
、「
今

は
、
あ
の
霞
ん
で
見
え
る
堤

防
ま
で
ず
っ
と
畑
に
な
り
ま

し
た
」
と
言
う
通
り
、
四
方

は
ど
こ
ま
で
も
平
坦
で
、
す

べ
て
玉
ね
ぎ
畑
だ
っ
た
。

　
「
お
い
し
い
玉
ね
ぎ
を
つ
く

る
に
は
、
日
照
時
間
、
地
中

分
が
多
く
、
み
ず
み
ず
し
い

風
味
を
楽
し
め
る
。
そ
の
代

わ
り
、
保
存
は
利
か
な
い
。

　

地
元
で
は
ど
う
食
べ
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
白
石
町
の「
だ

る
ま
寿
司
」
で
は
、
新
玉
ね

ぎ
を
お
造
り
の
つ
ま
に
用
い

る
ほ
か
、海
苔
巻
き
に
す
る
。

酢
飯
、
グ
リ
ー
ン
リ
ー
フ
、

新
玉
ね
ぎ
の
薄
切
り
、
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
、
お
か
か
、
き
ゅ
う

　

佐
賀
市
内
の
「
酒し

ゅ
こ
う
さ
い
は
ん

肴
菜
飯

志
乃
」
な
ら
、
新
玉
ね
ぎ
の

ス
テ
ー
キ
。
厚
め
の
輪
切
り

に
チ
キ
ン
コ
ン
ソ
メ
を
含
ま

せ
、
バ
タ
ー
醤
油
で
軽
く
焼

い
た
も
の
だ
が
、
一
口
食
べ
る

と
手
が
止
ま
ら
な
い
。

　

わ
か
っ
た
。
新
玉
ね
ぎ
は

手
を
か
け
な
い
ほ
ど
お
い
し

い
と
、
誰
も
が
心
得
て
い
る

の
だ
。
（
む
か
さ
・
ち
え
こ
）

温
度
、
雨
量
に
恵
ま
れ
る
こ

と
が
大
切
な
ん
で
す
。
白
石

は
そ
れ
ら
の
条
件
を
満
た
し

て
い
る
う
え
、
干
拓
地
特
有

の
粘
土
質
の
土
壌
な
の
で
、

玉
ね
ぎ
が
甘
く
な
る
ん
で

す
」
と
の
こ
と
だ
。

　

前
年
の
秋
に
植
え
付
け
た

玉
ね
ぎ
は
、
４
月
か
ら
６
月

に
収
穫
す
る
。
こ
れ
が
新
玉

ね
ぎ
だ
。
甘
味
が
あ
り
、
水

り
を
順
に
重
ね
て
い
き
、
海

苔
で
く
る
り
と
巻
き
あ
げ
る

の
だ
。
し
ゃ
り
っ
と
し
た
歯

応
え
が
さ
わ
や
か
で
、
辛
味

な
ど
ま
っ
た
く
な
い
。

　

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン｢

野
々

香｣

の
ア
イ
デ
ィ
ア
料
理
は

新
玉
ね
ぎ
の
炊
き
込
み
ご

飯
。
下
ご
し
ら
え
し
た
新
玉

ね
ぎ
を
ベ
ー
コ
ン
、
米
と
合

わ
せ
て
、土
鍋
で
炊
き
込
む
。

法令　　  クイズ
マル　 バツ

 ～路線バスの保護編～
【解 答】３面に問題

❶ ○（法第31条の2）停留所において乗客
の乗降のため停車していた乗合自動車が
発進するため進路を変更しようとして手又
は方向指示器により合図をした場合におい
ては、その後方にある車両は、その速度又
は方向を急に変更しなければならないこと
となる場合を除き、当該合図をした乗合自
動車の進路の変更を妨げてはならない。 
❷ ×（法第71条第2号の3）幼児等の乗降
のために停車している通学・通園バスの側
方通過時は徐行が義務づけられているが、
バス停に停車中の路線バスの側方通過時
については、徐行して安全を確認すること
は義務づけられていない。
❸ ○（法第20条の2第1項）路線バスの優
先通行帯であることが道路標識等により表

示されている車両通行帯を通行している場
合において、後方から路線バス等が接近し
てきたときは、その正常な運行に支障を及
ぼさないように、すみやかに当該車両通行
帯の外に出なければならない。
❹ ×（法第20条第2項・標識令別表第二「規
制標識327の4」）道路標識や標示によって
路線バスの専用通行帯に指定された車両
通行帯は、指定された路線バス等以外に小
型特殊や原付、軽車両は通行できる。
❺ ×（法第17条第5項第4号・標識令別表
第六「規制標示102」）停車中の路線バスを
追い越すときには、道路の右側部分にはみ
出して通行できるという規定は設けられて
おらず、道路の右側部分にはみ出せば違反
となる。

態
で
あ
る
。
し
か
し
、
改
正

標
準
約
款
を
交
渉
の
道
具

（
武
器
）、
後
ろ
盾
と
し
て

自
助
努
力
し
、
効
果
的
に
交

渉
を
展
開
す
る
事
例
が
出
て

き
て
い
る
。
改
正
標
準
約
款

は
努
力
義
務
だ
か
ら
意
味
が

な
い
、
強
制
力
の
あ
る
法
令

レ
ベ
ル
に
引
き
上
げ
て
ほ
し

い
、と
す
る
意
見
も
あ
る
が
、

自
助
努
力
で
地
道
な
交
渉
を

展
開
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も

重
要
で
あ
る
。

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
重
視
す

る
姿
勢
が
あ
る
か
、
簡
単
に

他
社
に
切
り
替
え
で
き
る

か
、
自
社
に
お
け
る
取
引
シ

の
妥
当
性
も
事
前
に
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

例
え
ば
、
個
建
て
、
重
量

直
し
も
検
討
で
き
る
。
改
正

標
準
約
款
は
現
在
無
料
の
待

機
時
間
等
を
料
金
と
し
て
収

受
す
る
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で

あ
る
が
、
現
場
実
態
を
熟
知

し
、
い
か
な
る
優
先
順
位
で

交
渉
を
展
開
し
て
い
く
べ
き

か
見
極
め
た
上
で
、
交
渉
を

展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

略
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る

（
図
9
）。

ェ
ア
な
ど
、
取
引
先
と
交
渉

す
る
に
あ
た
り
、
パ
ワ
ー
バ

ラ
ン
ス
を
踏
ま
え
、
交
渉
戦

　

積
込
・
取
卸
料
、
附
帯
作

業
料
に
つ
い
て
は
、
料
金
収

受
で
き
る
事
例
が
出
て
き
て

い
る
が
、
一
方
で
大
手
事
業

者
で
も
待
機
時
間
料
に
つ
い

て
は
収
受
で
き
た
事
例
を
探

す
ほ
う
が
難
し
い
状
況
に
あ

る
。
運
送
業
の
「
働
き
方
改

革
」
に
は
、
発
着
荷
主
等
の

作
業
・
待
機
時
間
料
の
コ
ス

ト
負
担
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
運
転
者
を
待
た
せ
て
も
、

作
業
を
さ
せ
て
も
タ
ダ
同
然

の
状
態
で
あ
れ
ば
、
長
時
間

労
働
抑
制
ど
こ
ろ
か
、
何
の

改
善
も
期
待
で
き
な
い
懸
念

が
あ
る
。
作
業
・
待
機
に
コ

ス
ト
が
か
か
ら
な
け
れ
ば
、

発
着
荷
主
は
現
状
を
変
え
よ

う
と
し
な
い
。
着
荷
主
（
倉

庫
運
営
事
業
者
、
元
請
等
を

含
む
）
の
自
発
的
な
協
力
だ

け
で
は
、
遅
々
と
し
て
改
善

が
進
ま
な
い
の
が
現
在
の
実

ー
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
、

こ
の
紙
面
で
は
解
説
し
き
れ

な
い
、
よ
り
実
務
的
で
実
践

的
な
事
項
を
解
説
し
、
日
頃

の
実
務
に
ご
活
用
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、

９
月
以
降
に
順
次
詳
細
が
決

定
す
る
見
込
み
で
あ
る
た

め
、
必
要
に
応
じ
て
各
都
道

府
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

　

取
り
決
め
内
容
を
契
約
書

面
化
す
る
。
基
本
契
約
書
が

あ
れ
ば
「
覚
書
」
ま
た
は
別

紙
添
付
に
よ
る
「
運
賃
・
料

金
表
」
と
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
。
し
か
し
、
改
定
さ
れ
た

運
賃
・
料
金
表
を
書
面
化
で

き
な
い
取
引
先
に
対
し
て
は
、

継
続
的
に
契
約
書
面
化
を
依

頼
し
つ
つ
も
、
①
合
意
さ
れ

た
運
賃
・
料
金
表
を
運
送
事

業
者
側
が
作
成
し
て
、
代
表

取
締
役
名
で
取
引
先
に
提
出

し
、
さ
ら
に
②
見
積
書
・
請

求
書
の
裏
面
に
「
新
運
賃
・

料
金
表
」
を
プ
リ
ン
ト
す
る

と
効
果
的
で
あ
る
。

　

改
正
標
準
約
款
に
即
し
た

対
応
を
し
た
く
と
も
、
現
実

に
は
取
引
先
側
に
よ
る
承
諾

が
な
け
れ
ば
、
積
込
・
取
卸

料
、
待
機
時
間
料
、
附
帯
作

業
料
等
の
収
受
が
で
き
な
い

厳
し
い
現
実
が
あ
る
。
改
正

標
準
約
款
を
踏
ま
え
社
内
統

一
単
価
を
作
成
し
て
も
、
現

実
に
は
取
引
先
か
ら
受
け
入

れ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ず
、

適
用
で
き
な
い
と
い
う
ケ
ー

ス
も
多
い
。

　

改
正
標
準
約
款
を
踏
ま
え

対
応
す
る
こ
と
は
「
努
力
義

務
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
対

応
で
き
な
く
と
も
罰
則
は
な

く
、
強
制
力
も
な
い
の
が
実

　

取
引
先
と
交
渉
す
る
に

は
、
事
前
準
備
が
極
め
て
重

要
で
あ
る
（
図
８
）。

　

取
引
先
の
業
績
動
向
、
コ

　

積
込
・
取
卸
料
、
待
機
時

間
料
等
を
検
討
す
る
と
同
時

に
、
現
在
の
運
賃
の
建
て
方

建
て
、
立
米
建
て
等
で
運
賃

設
定
し
て
い
る
場
合
、
損
益

分
岐
点
を
上
回
る
個
数
等
を

確
保
で
き
な
い
ケ
ー
ス
で
は
、

車
建
て
に
よ
る
運
賃
等
設
定

へ
の
見
直
し
、
複
数
積
み
、

複
数
卸
し
で
は
出
発
時
点
か

ら
最
終
到
着
時
点
ま
で
車
建

て
に
よ
る
運
賃
設
定
へ
の
見

⑴
改
正
標
準
約
款
を
後
ろ
盾
に

効
果
的
な
交
渉
を
！

⑷
複
数
箇
所
に
お
け
る
積
込
・
取
卸
作
業
の
料
金
化

⑸
待
機
時
間
料
金
の
収
受
が
極
め
て
重
要

⑺
原
価
計
算
活
用
セ
ミ
ナ
ー
（
無
料
）

⑹
取
り
決
め
内
容
を
書
面
化

⑵
取
引
先
に
対
す
る
申
し
入
れ
の
準
備

⑶
運
賃
・
料
金
の
建
て
方
の
見
直
し

価
を
設
定
す
る
。
ま
た
、
積

込
・
取
卸
作
業
を
発
着
荷
主

が
実
施
す
る
場
合
で
も
、
当

該
作
業
時
間
に
お
い
て
運
転

者
と
車
両
が
セ
ッ
ト
で
拘
束

さ
れ
て
い
る
た
め
、
運
賃
単

価
を
設
定
す
る
際
に
は
、
発

着
荷
主
の
作
業
時
間
分
も
収

受
で
き
る
よ
う
時
間
を
計
測

し
、
単
価
設
定
す
る
必
要
が

あ
る
。

　

次
に
、積
込
・
取
卸
料
は
、

１
回
ご
と
の
所
要
時
間
に
よ

り
算
出
す
る
よ
り
は
、
１
回

当
た
り
の
料
金
単
価
を
設
定

し
た
ほ
う
が
実
務
的
に
は
円

滑
で
あ
る
（
図
７
）。
作
業
に

関
す
る
料
金
は
収
受
で
き
る

事
例
が
増
加
し
て
い
る
た

め
、
積
極
的
に
交
渉
を
展
開

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
料
金
表
を
作
成
す

る
際
に
、
原
価
水
準
に
対
し

て
乗
ず
る
利
益
率
は
ど
の
く

ら
い
が
妥
当
か
、
よ
く
質
問

を
受
け
る
が
、
運
転
者
の
賃

金
水
準
を
全
産
業
平
均
並
み

に
引
き
上
げ
、
人
材
不
足
を

解
消
す
る
た
め
に
は
、
少
な

く
と
も
２
〜
３
割
の
運
転
者

人
件
費
の
引
き
上
げ
が
求
め

ら
れ
る
と
な
れ
ば
、
自
ず
と

必
要
な
利
益
率
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

例
え
ば
全
体
の
７
割
の
仕

事
が
赤
字
で
、
３
割
の
仕
事

で
赤
字
を
穴
埋
め
し
、
会
社

を
黒
字
化
す
る
よ
う
な
損
益

構
造
を
も
つ
事
業
者
の
場
合

に
は
、
数
％
の
利
益
率
で
は

不
十
分
で
あ
る
こ
と
も
分
か

る
た
め
、
他
の
仕
事
の
損
益

状
況
を
も
踏
ま
え
、
妥
当
な

利
益
率
を
設
定
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

　

複
数
箇
所
の
積
込
・
取
卸

作
業
が
あ
る
場
合
、
拘
束
時

間
が
長
時
間
化
し
、
作
業
も

追
加
発
生
す
る
。
１
か
所
増

加
す
る
ご
と
に
料
金
設
定
さ

れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
全
く

料
金
化
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
多
い
。
運
転
者
も
作
業

料
等
が
増
加
し
て
も
賃
金
に

反
映
さ
れ
な
い
た
め
、「
仕
事

へ
の
や
り
甲
斐
が
な
い
」
と

い
う
声
も
聞
く
。

　

複
数
箇
所
に
お
け
る
積
込

・
取
卸
作
業
の
料
金
設
定
に

つ
い
て
は
、「（
作
業
時
間+

待
機
時
間
）
×
１
時
間
当
た

り
固
定
費
×
利
益
率
」
に
よ

り
料
金
設
定
す
る
。
無
料
・

無
償
で
実
施
し
て
い
る
取
引

先
が
あ
れ
ば
、
料
金
収
受
に

向
け
て
交
渉
を
展
開
す
る
こ

と
が
望
ま
れ
る
。

　

改
正
標
準
約
款
に
関
す
る

対
応
に
関
し
て
、
３
回
に
分

け
て
本
紙
面
に
て
解
説
し
た

が
、
今
年
度
９
月
以
降
に
、

約
７
割
の
都
道
府
県
ト
ラ
ッ

ク
協
会
に
て
「
原
価
計
算
活

用
セ
ミ
ナ
ー
〜
標
準
貨
物
自

動
車
運
送
約
款
の
対
応
〜
」

を
開
催
予
定
で
あ
る
。
セ
ミ

ナ
ー
で
は
改
正
標
準
約
款
へ

の
対
応
に
つ
い
て
解
説
す
る

テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
、
事
例

も
交
え
な
が
ら
詳
細
に
解
説

す
る
予
定
で
あ
る
。
セ
ミ
ナ

態
で
あ
る
。

　

発
着
荷
主
は
長
期
に
わ
た

り
形
成
さ
れ
て
き
た
商
慣
行

か
ら
、
ト
ラ
ッ
ク
を
ど
ん
な

に
長
時
間
待
機
さ
せ
て
も
タ

ダ
（
無
料
）
と
思
い
込
ん
で

い
る
。
発
着
荷
主
の
意
識
を

変
え
、
時
間
削
減
に
向
け
た

努
力
、
そ
し
て
待
機
等
の
時

間
チ
ャ
ー
ジ
に
関
す
る
料
金

化
が
浸
透
し
な
い
限
り
、
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
働
き
方

改
革
は
遅
々
と
し
て
進
ま
な

い
可
能
性
が
高
い
。
よ
っ
て
、

作
業
・
待
機
等
の
拘
束
時
間

等
に
対
す
る
対
価
の
収
受
は

ぜ
ひ
と
も
地
道
に
交
渉
を
展

開
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

図８

図９

○１回当たりの積込・取卸料の設定

過去１年の１回当たり平均所要時間
×

【実質】１時間当たり固定費
×

利益率

図７
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【
交
渉
、
書
面
化
】

取
引
先
に
対
す
る
申
し
入
れ
と
契
約
書
面
化


